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量子コンピューティングに関する活動概要
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KEIO Q-Hub / QII
（2018～2024）

COI-NEXT
量子サスティナブルAI拠点

（2022～2031）

Q-STAR
（2022～）

• 慶應大／東大／IBM／参画
企業によるオープンコレボ
レーション

• 実機を活用しなければ実現で
きない量子コンピュータの応
用研究を実施

• 東大／慶應大／理研／
OISTと広く連携しアルゴリ
ズム面を中心としたコラボ
レーションを計画

• 2021年任意団体設立
メンバーとして参画

• 各部会におけるユース
ケース検討を中心とし
て活動

デジタルイノベーションをもたらすことが期待される最先端技術として量子コンピューティングの
応用研究およびユースケース検討を展開



KEIO Q-Hubにおける取組み紹介
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シミュレーション

1)化学反応：
リチウム空気電池

2)励起エネルギー：
有機EL

3) 光吸収スペクトル：
色素材料

1)分類問題:
2分類手法開発

2) リザバー学習:
脳の模倣

量子AI 材料探索

1)同位体発光材料:
生体診断用途

2018年から慶應Q Hubに参画し、産学連携の研究を継続中



化学・素材産業における量子コンピュータへの期待
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現実と合致するシミュレーション、計算可能な対象の拡大

現状では不可能なAI予測、最適化問題の実施
新規材料開発に必要な期間
とコスト低減の実現

シミュレーション

AI予測材料探索

マテリアルズ・
インフォマティクス

• 二酸化炭素分離回収のための分離膜材料設計

• グリーン水素、アンモニア製造触媒の設計

• プラリサイクルにおける熱分解のための触媒設計

• 次世代高性能電池向け材料の設計

• 次世代通信向け材料の設計

• 創薬のための新規化合物探索

量子未来社会ビジョンの実現


